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問題１
日本の農林業では、担い手の減少・高齢化の進行により労働力不足が問題視されています。
次のグラフは、全国の農業就業人口の年齢構成と規模別の経営耕地面積の集積割合を示したものです。
これらをみてあなたが感じたことをまとめるとともに、これからどのように農林業に関わっていきたいかを
４００字程度で記述しなさい。

問題２
問題１で示された問題や技術革新を実現するために「スマート農業・スマート林業」に取り組む経営者や地域
が増えてきています。
次の語句はそのような技術革新を実現するために開発、実用化されている機械や技術の一部です。
これらの語句の中からひとつ以上選んであなたが取り組んでみたいと思うスマート農業・スマート林業の姿を
４００字程度で記述しなさい。

(注)　「スマート農業」とは、「ロボット、AI、IoTなど先端技術を活用する農業」のこと。
　　　「スマート林業」とは、「地理空間情報やICT、ロボット等の先端技術を活用し、森林施業の効率化・省力
化や需要に応じた木材生産を可能とする林業」のこと。
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３ＤモデルやＶＲを活用した管理技術の習得 ビッグデータとＡＩを活用した病害虫の早期診断技術


